
 

 

 

 

 

 

工事計画に係る説明資料 

（高台保管場所における入力地震動について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年4月 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所第７号機 工事計画審査資料 

資料番号 KK7補足-028-9(参考3) 改1 

提出年月日 2020年 4月 16日 



 

   

目次 

 

                                        

1. 概要 .............................................................................. 1 
2. 基準地震動の策定における解放基盤表面の位置 ......................................... 1 
3. 入力地震動の評価における基準地震動 ................................................. 3 
4. 入力地震動の評価における解放基盤表面 ............................................... 3 
4.1 設定方針 ....................................................................... 3 
4.2 解放基盤表面の深さに関する検討.................................................. 5 

 

 



 

 1

1. 概要 

本資料は，可搬型重大事故等対処設備の荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所（以下「高

台保管場所」という）の地震応答解析を実施するに当たり，1 次元地震応答解析モデル下端の入

力地震動設定の妥当性を示すものである。 

 

2. 基準地震動の策定における解放基盤表面の位置 

基準地震動は図－1 に示す敷地における地震波の伝播特性を踏まえ，地震波の顕著な増幅が認

められる 1 号機～4 号機を含む領域においては，著しい増幅が認められる 1 号機鉛直アレイ観測

点を代表とし「荒浜側の基準地震動Ｓｓ」として策定している（発電用原子炉設置変更許可申請

（原管発官 25第 192 号）に係る申請書（以下，「設置変更許可申請書」という。）並びに審査資

料「資料 3-1 柏崎刈羽原子力発電所 6 号及び 7号炉 基準地震動の策定について」及び「資料

3-2 柏崎刈羽原子力発電所 6 号及び 7号炉 基準地震動の策定について【補足説明資料】」（以

下，「基準地震動のまとめ資料」という。）に基づく）。 

基準地震動の策定においては，S波速度が 700m/s 以上で著しい高低差がなく広がりを持って分

布している硬質地盤に解放基盤表面を設定することとし，1号機～4号機を含む荒浜側では，表－

1に示すとおり，1号機鉛直アレイ観測点での T.M.S.L.－284m の位置に設定している。 

 

 

表－1 基準地震動の策定における解放基盤表面の位置 

（設置変更許可申請書より引用） 

位置 標高 T.M.S.L.*(m) 整地面からの深さ(m) 

1 号機 

鉛直アレイ 
-284 289 

注記*：T.M.S.L.：東京湾平均海面。Tokyo bay Mean Sea Level の略で， 

東京湾での検潮に基づき設定された陸地の高さの基準 
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図－1 水平アレイ地震観測記録に基づく敷地地盤の増幅特性の領域区分 

（敷地南西側から到来する地震動の増幅特性） 

（設置変更許可申請書より引用）

△：鉛直アレイ観測点 

5 号機鉛直アレイ観測点 

1 号機鉛直アレイ観測点 
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3. 入力地震動の評価における基準地震動 

高台保管場所に用いる基準地震動は，図－1に示す敷地地盤の増幅特性を考慮し，表－2に示す

とおりとする。 

荒浜側高台保管場所については，荒浜側の地震動を用いる領域に位置していることから，荒浜

側の基準地震動を用いて評価を行う。 

大湊側高台保管場所については，大湊側の地震動を用いる領域から外れ，十分なデータが得ら

れていない領域に位置していることを踏まえ，最大加速度が大きい荒浜側の基準地震動を用いて

評価を行う。 

 

表－2 高台保管場所に用いる基準地震動 

施設及び保管場所 基準地震動 

荒浜側高台保管場所 荒浜側の基準地震動 

大湊側高台保管場所 荒浜側の基準地震動 

 

4. 入力地震動の評価における解放基盤表面 

4.1  設定方針 

当工事計画書において，地震応答解析を実施する高台保管場所の配置図を図－2 に，高台保

管場所の入力地震動の評価における解放基盤表面の位置を表－3に示す。 

高台保管場所は，各号機の原子炉建屋から離れた場所に配置することから，高台保管場所位

置で実施したボーリング調査結果に基づき，入力地震動の評価における解放基盤表面の位置を

S 波速度が 700m/s 以上となる硬質地盤の位置とする（参考資料図-１から図-５参照）。なお，

高台保管場所におけるボーリング調査結果に基づき設定した解放基盤表面は，荒浜側高台保管

場所で T.M.S.L.－280m，大湊側高台保管場所で T.M.S.L.－154m 位置であることを確認した。 

高台保管場所の入力地震動の評価に当たっては，図－1に示す敷地地盤の増幅特性を踏まえ，

T.M.S.L.－284m で策定された荒浜側の基準地震動Ｓｓを用いて評価を行うため，基準地震動の

策定における解放基盤表面深度と上記の高台保管場所における解放基盤表面深度の違いによる

影響を検討する。なお，入力地震動評価における解放基盤表面の位置の妥当性については，3.2

「解放基盤表面の深さに関する検討」にて示す。 
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（保管場所配置図） 

 

図－2 地震応答解析を実施する施設及び保管場所の配置図 

 

 

表－3 高台保管場所の入力地震動評価における解放基盤表面の位置 

施設及び保管場所 
解放基盤表面の位置 入力地震動評価における解

放基盤表面位置の設定根拠 基準地震動策定 入力地震動評価 

高台 

保管場所 

荒浜側高台保管場所 
T.M.S.L. －284m 

T.M.S.L. －280m ボーリング調査結果 

大湊側高台保管場所 T.M.S.L. －154m ボーリング調査結果 
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4.2  解放基盤表面の深さに関する検討 

(1) 検討概要 

高台保管場所の入力地震動の評価に当たっては，T.M.S.L.－284m で策定された荒浜側の

基準地震動Ｓｓを用いて評価を行うため，基準地震動の策定における解放基盤表面深度と

高台保管場所における解放基盤表面深度の違いによる影響について検討する。 

荒浜側高台保管場所においては，ボーリング調査結果に基づく S 波速度が 700m/s 以上

となる深度は，T.M.S.L.－280m である。ここでは，入力地震動の評価における解放基盤表

面の位置を T.M.S.L.－280m に設定することが妥当であることを示す。 

図－3に示すように，基準地震動の策定における解放基盤表面深度位置（T.M.S.L.－284m）

に基準地震動Ｓｓ（以下，「2E1」という。）を入力し，T.M.S.L.－280m までの１次元波動論

による引上げ計算を行い，T.M.S.L.－280m における露頭波（以下，「2EA」という。）を算定

する。2E1と 2EAを比較し，おおむね同等であることを確認する。 

大湊側高台保管場所においては，ボーリング調査結果に基づく S 波速度が 700m/s 以上

となる深度は，T.M.S.L.－154m である。ここでは，入力地震動の評価における解放基盤表

面の位置を T.M.S.L.－154m に設定することが妥当であることを示す。 

図－4に示すように，基準地震動の策定における解放基盤表面深度位置（T.M.S.L.－284m）

に 2E1を入力し，T.M.S.L.－154m までの１次元波動論による引上げ計算を行い，T.M.S.L.

－154m における露頭波（以下，「2EO」という。）を算定する。2E1 と 2EO を比較し，おおむ

ね同等であることを確認する。 

なお，１次元波動論による引上げ計算には，解析コード「ＳＬＯＫ ver.2.0」を使用す

る。 
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図－3 解放基盤表面の妥当性検討（荒浜側高台保管場所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 解放基盤表面の妥当性検討（大湊側高台保管場所） 

 

  

解放基盤表面

(T.M.S.L.-280m)→ 

(荒浜側高台保管場所地盤モデル) 

2E1 

引き上げ 

2EA 

比較 

荒浜側基準地震動

(T.M.S.L.-284m)→ 

解放基盤表面

(T.M.S.L.-154m)→ 

(大湊側高台保管場所地盤モデル) 

2E1 

引き上げ 

2E5 

比較 

荒浜側基準地震動
(T.M.S.L.-284m)→ 

2EO 
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(2) 地質断面図 

     高台保管場所の平面図を図－5 に，地質断面図を図－6 及び図－7 に示す。 

 

 

図－5 高台保管場所の平面図 

 

 

図－6 荒浜側高台保管場所の地質断面図（A－A） 
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図－7 大湊側高台保管場所の地質断面図（B－B） 

 

(3) 解析用物性値 

高台保管場所の地盤モデルは，設置変更許可申請書（添付書類六）に記載した解析用物

性値等を参考とし，表－4 および表－5 に示す西山層および椎谷層の物性値を用いる。な

お，減衰定数 hは，基準地震動のまとめ資料を参考に，本検討では保守的な減衰定数とし

て，微小な「0.01」を一定減衰として与える。 

 

 

表－4 荒浜側高台保管場所地盤モデル 

標高 
T.M.S.L. 

(m) 

 
密度 

(g/cm3) 
Vs 

(m/s) 
Vp 

(m/s) 
減衰定数 

h 

-280      

-284 
西山層 1.79 732 1900 0.01 
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表－5 大湊側高台保管場所地盤モデル 

標高 
T.M.S.L. 

(m) 

 
密度 

(g/cm3) 
Vs 

(m/s) 
Vp 

(m/s) 
減衰定数 

h 

-154      

-284 
椎谷層 2.01 800 2070 0.01 

 

 

(4) 解析用地震動 

解析で用いる地震動は，地盤モデルに基づく 2E1に対する 2EA及び 2EOの伝達関数は一義

的に確定し，2EA及び 2EO両者の周波数特性の比率は地震動に依存しないことから，全周期

帯の応答が大きく，耐震評価への影響も大きい基準地震動 Ss-1 を代表波として影響検討

を行う。 
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(5) 検討結果 

図－8 に１次元波動論による引上げ計算に基づく，荒浜側高台保管場所位置での地震動

の加速度応答スペクトルの比較結果を示す。 

図－8 に示すとおり，１次元波動論による引上げ計算に基づく加速度応答スペクトルを

比較すると，特定の周期で著しく増幅又は減衰する等の特異な応答は認められず，水平方

向と鉛直方向の全周期においておおむね同等であることを確認した。すなわち，T.M.S.L.-

280m の位置に，荒浜側の基準地震動を設定することは，妥当である。なお，短周期領域の

一部で，2E1と 2EAに差異が認められるものの，加振試験により計測された車両型設備の主

要な固有周期は約 0.7s 前後であり，おおむね同等であることから，影響は軽微であると考

えられる。 

図－9 に 1 次元波動論による引上げ計算に基づく，大湊側高台保管場所位置での地震動

の加速度応答の比較結果を示す。 

図－9 に示すとおり，1 次元波動論による引上げ計算に基づく加速度応答スペクトルを

比較すると，特定の周期で著しく増幅又は減衰する等の特異な応答は認められず，水平方

向と鉛直方向の周期 0.3s 以上の周期においておおむね同等であり，水平方向と鉛直方向

の周期 0.3s 以下においてはおおむね 2EO は 2E1 より小さいことを確認した。すなわち，

T.M.S.L.-154m の位置に，荒浜側の基準地震動を設定することは，妥当である。 

以上のことから，高台保管場所の入力地震動設定において，高台保管場所の地盤調査結

果にて確認された解放基盤表面を，荒浜側高台保管場所（T.M.S.L.-280m）並びに大湊側高

台保管場所（T.M.S.L.-154m）に設定することは，妥当である。 
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（水平） 

 

 

（鉛直） 

 

図－8 加速度応答スペクトルの比較 荒浜側高台保管場所（Ss-1） 
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（水平） 

 

 

（鉛直） 

 

図－9 加速度応答スペクトルの比較 大湊側高台保管場所（Ss-1） 
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「高台保管場所における入力地震動について」の参考資料 
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図－1 高台保管場所におけるボーリング孔位置図



 

（参考）2 

 

 

 

図－2(1) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 1/12） 

 

  

HA-P3’孔（1/12） 



 

（参考）3 

 

 

図－2(2) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 2/12） 

 

  

HA-P3’孔（2/12） 



 

（参考）4 

 

 
図－2(3) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 3/12） 

 

  

HA-P3’孔（3/12） 



 

（参考）5 

 

 

図－2(4) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 4/12） 

 

  

HA-P3’孔（4/12） 



 

（参考）6 

 

 

図－2(5) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 5/12） 

 

  

HA-P3’孔（5/12） 



 

（参考）7 

 

 

図－2(6) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 6/12） 

 

  

HA-P3’孔（6/12） 



 

（参考）8 

 

 

図－2(7) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’7/12） 

 

  

HA-P3’孔（7/12） 



 

（参考）9 

 

 
図－2(8) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’8/12） 

 

  

HA-P3’孔（8/12） 



 

（参考）10 

 

 

図－2(9) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’9/12） 

 

  

HA-P3’孔（9/12） 



 

（参考）11 

 

 

図－2(10) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’10/12） 

 

  

HA-P3’孔（10/12） 



 

（参考）12 

 

 
※図中赤破線は標高-280m の位置を示す。 

図－2(11) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’11/12） 

 

  

HA-P3’孔（11/12） 



 

（参考）13 

 

 

図－2(12) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’12/12） 

 

HA-P3’孔（12/12） 



 

（参考）14 

 

 

図－3(1) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’1/12） 

 

  

HA-P5’孔（1/12） 



 

（参考）15 

 

 

図－3(2) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’2/12） 

 

  

HA-P5’孔（2/12） 



 

（参考）16 

 

 
図－3(3) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’3/12） 

 

  

HA-P5’孔（3/12） 



 

（参考）17 

 

 

図－3(4) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’4/12） 

 

  

HA-P5’孔（4/12） 



 

（参考）18 

 

 

図－3(5) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’5/12） 

 

  

HA-P5’孔（5/12） 



 

（参考）19 

 

 

図－3(6) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’6/12） 

 

  

HA-P5’孔（6/12） 



 

（参考）20 

 

 

図－3(7) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’7/12） 

 

  

HA-P5’孔（7/12） 



 

（参考）21 

 

 

図－3(8) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’8/12） 

 

  

HA-P5’孔（8/12） 



 

（参考）22 

 

 

図－3(9) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’9/12） 

 

  

HA-P5’孔（9/12） 



 

（参考）23 

 

 

図－3(10) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’10/12） 

 

  

HA-P5’孔（10/12） 
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※図中赤破線は標高-280m の位置を示す。 

図－3(11) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’11/12） 

 

  

HA-P5’孔（11/12） 
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図－3(12) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’12/12） 

 

HA-P5’孔（12/12） 
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図－4(1) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 1/7） 

 

 

  

HO-P1 孔（1/7） 
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図－4(2) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 2/7） 

 

  

HO-P1 孔（2/7） 
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図－4(3) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 3/7） 

 

  

HO-P1 孔（3/7） 
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図－4(4) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 4/7） 

 

  

HO-P1 孔（4/7） 
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図－4(5) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 5/7） 

 

  

HO-P1 孔（5/7） 
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図－4(6) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 6/7） 

 

  

HO-P1 孔（6/7） 
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※図中赤破線は標高-154m の位置を示す。 

図－4(7) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 7/7） 

 

HO-P1 孔（7/7） 
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図－5(1) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 1/8） 

 

 

 

 

 

OB-1 孔（1/8） 
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図－5(2) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 2/8） 

 

  

OB-1 孔（2/8） 
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図－5(3) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 3/8） 

 

  

OB-1 孔（3/8） 
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図－5(4) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 4/8） 

 

  

OB-1 孔（4/8） 
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図－5(5) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 5/8） 

 

  

OB-1 孔（5/8） 
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図－5(6) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 6/8） 

 

  

OB-1 孔（6/8） 



 

（参考）39 

 

 

※図中赤破線は標高-154m の位置を示す。 

図－5(7) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 7/8） 

 

  

OB-1 孔（7/8） 
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図－5(8) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 8/8） 

 

 

OB-1 孔（8/8） 


